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１ 市民協働事業 

（１）伊勢原市提案型協働事業制度の概要 

伊勢原市の提案型協働事業提案制度は、市民のみなさんが感じていることや気 

づいたことについて、市に提案してもらい、または、市が実施している事業やこ

れから実施する事業のうち、市から市民活動団体へ提案して協働を呼びかけるな

ど、市民の皆さんと市がそれぞれ持っている力を出し合いながら、一緒に取り組

んでいこうというものです。 

ア 提案型協働事業の対象 

 

   対象となる団体等       対象となる事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 提案型協働事業の進め方 

伊勢原市の提案型協働事業提案制度は、①市民提案型協働事業と②行政提案型

協働事業があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②行政提案型協働事業 ①市民提案型協働事業 

①市民が受益者となる公益的な事業 

②市民活動団体の先駆性、専門性等の特性を活かした事業 

③市民活動団体と行政の役割分担が明確かつ妥当であり、

協働で実施することにより相乗効果が期待できる事業 

④原則として、事業の実施年度において、市の他の制度に

よる補助金等の対象になっていないもの 

市民活動団体・ボランティア団体 

その他の市民活動団体等 
（教育・研究機関、公益団体、民間の事業者など）  

特定非営利活動法人(ＮＰＯ法人) 

地域コミュニティ組織 

市民協働団体からの事前相談［市民協働課］ 行政提案型事業の決定［事業担当課］ 

市民協働団体との事前協議［市民協働課］ 事業提案の公募又は参画提案［事業担当課］ 

市民協働事業提案書の提出［市民協働課］ 

市民協働団体と協定書の締結［事業担当課］ 

市民協働事業の実施［市民協働団体と事業担当課］ 

        事後評価［市民協働団体と事業担当課］市ホームページに掲載 
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（２）協働事業について 

ア 協働事業の目的 

地域の環境や価値を向上させるため、伊勢原駅周辺エリアにおける地域特性を

生かしたまちづくりを実践します。 

まちづくりの実践により、マネジメント（維持管理・運営）に関する地域住民

等相互の意識共有を図るとともに、地域まちづくり活動の推進に係る基礎的情報

の収集及び分析により、将来におけるエリアマネジメント展開の課題を整理する

など、地域住民主体の快適で魅力に富んだまちづくりモデルを探索することを目

的とします。 

イ 協働事業の区分及び主体 

提案の区分：市民提案型協働事業 

  事業の主体：伊勢原青年会議所、伊勢原市都市部都市政策課  

  協定の締結：平成３０年７月６日 

ウ 協働事業のテーマ  『地域の特性を生かしたまちづくりの発信』 

 

  【背景】 

我が国は少子高齢化が進み、人口減少社会に突入し、こうした状況は、まちの

活力減退や税収減少などの様々な影響を及ぼします。 

伊勢原市が成熟し、元気で活気のある都市として発展し続けるためには、その

主役である市民が「いせはら」に“愛着”を持つことが大切です。また、市外の

人々から「このまちを訪れたい」と思われることが必要です。 

このような中、伊勢原青年会議所では、時代の変化を見据えた「ひとづくり」

と「まちづくり」に関する様々な活動や社会貢献活動を通じて、伊勢原のまちの

個性と魅力を磨き、引き出し、内外から評価される伊勢原のまちの実現に向け、

日々取り組んでいます。 

そのため、伊勢原青年会議所の活動により積み重ねられたノウハウを地域づく

りに生かして、地域資源を活用した好循環モデルの構築に向けた研究とともに、

「いせはら」の魅力発信を実践することにより、個性と魅力あふれる地域まちづ

くりへ繋がることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢原青年会議所 

・まちづくり活動の実践 

・基礎的情報の収集、分析 

伊勢原市 

事業に実施に必要な情報の

提供及び助言、後援等 

【市民協働事業】 

提案 ﾊﾟｰｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ トリ酢 

情報の共有 
モデルスタディ 

協働事業のイメージ 
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（３）協働事業の内容 

本協働事業は、市と伊勢原青年会議所との協働により、平成３０年度は次の事

業を実施します。 

ア 事業の区域 

   伊勢原駅周辺（日産バスターミナルほか）とします。 

イ 平成３０年度の取組 

①地域食材を活用したまちづくりの発信 

地域食材を活用し、地域のブランド力や良好なコミュニティの形成、また、

地域文化への理解や次代への継承などに関するモデル探索を行うため、トリ

酢フェスティバルを開催します。 

②パーソナルモビリティを活用したまちづくりの発信 

     安全で快適な地域づくりに向けて、エリア内の移動円滑化や回遊性向上のた

めのパーソナルモビリティ活用の可能性について探索するため、未来のモビリ

ティ試乗会を開催します。 

③協働事業成果のまとめ 

アンケート調査により基礎的情報の収集や分析などを行い、地域住民主体

の快適で魅力に富んだまちづくりモデルを探索します。 

ウ 役割分担と実施の効果 

本協働事業は、次の役割分担のもとに事業を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・まちづくり活動の企画及び実践 

・基礎的情報の収集、分析 

・事業成果のまとめ 

・事業に必要な情報の提供 

・関係各所との調整支援 

・まちづくり活動における後援 

青年会議所 伊勢原市 

◇青年の真摯な情熱や人材を有する伊勢原青年会議所との協働は、これまでに蓄積さ

れた活動成果などから今後のまちづくりへの展開とともに、個性と魅力あふれる地

域まちづくりへ繋がることが期待されます。 

協働の効果 
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２ 伊勢原駅周辺の概況  

（１）地区の状況 

本市の中心市街地として、伊勢原駅を中心に商業・業務機能が集積しています。 

また、１km 圏内には行政センター周辺地区が位置し、市役所、市民文化会館、

図書館・子ども科学館、東海大学医学部付属病院、伊勢原協同病院などが集積し

ています。 

伊勢原駅北口周辺地区においては、市の玄関口にふさわしい活力と魅力ある中 

心市街地を形成していくために、街路や駅前広場など交通結節点機能の向上を

図るため、市街地整備が進められています。 

小田急線伊勢原駅における１日平均乗降人員は 51,909 人となっています。 
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（２）観光入込み客数 

本市を訪れる観光客は、平成 24 年以降は、イベントの定着やテレビ番組への取

り上げ、また、トレッキングブームによる山ガールをはじめとする登山者の増加

など、複合的な要因により、年間 170 万人以上の観光客数で推移しています。 

今後も、県が推進する「新たな観光の核づくり事業」や国が推進する「日本遺

産事業」に「大山詣り」のストーリーが認定されたことを契機とする観光客数等

の増加が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地区別にみた小売業の状況 

本市の地区別にみた商店数の状況は、伊勢原地区の 269 店が最も多く、次いで

成瀬地区が 92 店となっています。一方、１商店当たりの年間商品販売額は、比々

多地区が 24,724 万円で最も多く、次いで伊勢原地区、成瀬地区の順に多くなって

います。 

項目 伊勢原 大山 高部屋 比々多 成瀬 大田 

商店数(店） 269 2 6 47 92 45 

従業員 
（人） 

人数 2,590 6 12 549 787 376 

１商店当たりの 
従業員数 

10 3 2 12 9 8 

売場面積 
（㎡） 

面積 50,178 76 119 13,447 13,470 8,027 

1 商店当たりの 
売り場面積 186.5 38.0 19.8 286.1 146.4 178.4 

年間商品 
販売額 
（万円） 

金額 5,184,372 6,401 10,016 1,162,010 1,489,493 633,261 

1 商店当たりの 
年間商品販売
額 

19,273 3,201 1,669 24,724 16,190 14,072 

従業員1人当た
りの年間商品販
売額 

2,002 1,067 835 2,117 1,893 1,684 

1 ㎡当たりの年
間商品販売額 103.3 84.2 84.2 86.4 110.6 78.9 

  
［資料：経営企画課（商業統計調査 H26）より］ 
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（４）地区の主な課題 

①中心市街地の活力の維持向上に必要となる商業業務機能や公共交通の結節点と

しての都市機能の強化が求められます。 

②伊勢原駅北口周辺地区における新たなまちづくりの機会を捉え、市の玄関口に

ふさわしい活力と魅力を創出することが求められています。 

 

  

 
伊勢原市商業振興事業プランの策定にあたり、平成３０年度に実施された 
商業者アンケート調査の抜粋 
 
（１）調査の概要 

本市の商業者を対象に、現在の商業者の状況、今後の方針、現状の問題点を
把握することを目的に実施しました。この調査では、平成 30 年 9月より市内商
業者を対象に 421 件の調査を行い、104 件の回答（回答率 24.7%）を得ました。 

 
（４）主な調査結果と考察 
①経営状況は悪化 
近年（ここ 3 年〜5 年）の経営状況については、年間売上高、一日平均客数、

平均客単価ともに、増加した（増加した、やや増加した）よりも、減少した（や
や減少した、減少した）の回答が多くなっています。 
半数以上において年間売上高が減少していると回答しています。一日平均客

数および平均客単価も減少しているという意見が多く、商業者を取り巻く環境
が厳しくなっていることが見受けられます。 
②経営上の課題 
外部要因としての経営上の課題は、仕入れ価格の上昇、新しい業態や他業種

の進出、ディスカウントストア等の低価格が上がっています。 
内部要因としては、店舗の老朽化、人手不足、経営者等の高齢化、人件費等

の高騰が上がっています。 

参考 
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３ まちづくり活動の実践 

（１）地域食材を活用したまちづくりの発信（いせはらトリ酢フェスティバル） 

  ①事業概要 

   伊勢原商店街連合会やいせはら楽市楽座など多様な主体との連携のもと、商材

として鳥酢を扱い、ブランディングを図ります。鳥酢を伊勢原の名産として認知

してもらうため、出店店舗による鳥酢等を販売するとともに、撮影場所を設ける

ことにより SNS を利用した発信を行います。 

会場において、市公式イメージキャラクタークルリンを活用し、子どもまたは

子育て世代の集客を行います。また、鳥酢の作り方レシピの配布や鳥酢の無料配

布、福引き（抽選）を行います。 

 

  ②開催日時・開催場所 

   ・平成３０年８月１１日（土） 午前１１時～午後３時 

   ・日産バスターミナル（伊勢原市伊勢原３－１） 

 

  ③実施結果 

   伊勢原商店街連合会やいせはら楽市楽座の協力を得て実施しました。 

当日は、市内の飲食店８店舗が出店し、約４００人の来場がありました。また、

来場者を対象としたアンケートでは１８３件の回答を得ることができました。 
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  ④考察 

  《鳥酢について》 

   鳥酢は約４０年前から伊勢原で親しまれ食されている食べ物で、提供している

店舗が市内に数多く存在しています。 

   鳥酢の伊勢原の元祖提供店は、東大竹地内にある「鳥冠」とされています。 

この地域食材を活用し、伊勢原を発信することで、地域のブランド力や良好な

コミュニティの形成などに寄与することが期待されます。 

 

《事業実施の背景等》 

   伊勢原に訪れる観光客は、年々増加傾向にありますが、観光消費による経済効

果は限定的です。 

一過性でなく恒常的かつ、効率的な経済循環を促すためには地域資源のブラン

ディングを図ることが重要です。 

観光を含めた経済効果を向上させて地域に利益が循環するビジネスモデルの構

築に向けた探索を行います。 

   また、地域資源である鳥酢に対する認知度を向上させるため、来場者による

SNS を活用した情報発信など、自発的な取組を促します。 

出店する店舗に対しては、「鳥酢のまち いせはら」を定着させるための社会実

験的事業であることを十分認識してもらうとともに、多様な主体が自分事として

まちづくりに関わる必要性を感じもらう機会とすることを目指します。 

 

《今後の課題》 

地域ブランドは、地域住民を豊かにするという視点が不可欠であることから、

鳥酢など単一の産品の売上だけにこだわるのでなく、地域資源全体を活用した地

域経済の発展を踏まえることが重要です。 

来場者のアンケート結果から、鳥酢が伊勢原発祥だと言われていることを知っ

ている人は、35％しかいなかった一方、自宅でも食べたい（91.2％）、鳥酢を商

材としてまち興しすることに共感した（97.8％）という人は、９割以上となりま

した。また、参加した店舗にあっては、『トリ酢フェスティバルである程度の手

応えを感じた』『まちの活性化につながると感じた』などの意見が多く聞かれま

した。 

こうしたことから、今回の取組を踏まえ、ブランド化に向けた取組が商品企画

から、どのような店（人）が、誰に、何を、どのように提供するのかが一貫した

システムとなっていること、また、売上目標などに無理・矛盾がないか、地域経

済への波及度等を検証するなど、長期的な視点で取り組むことも重要な要素です。 

今後、地域内で実施できる取組を整理し、外部組織など多様な主体との協働を

見据えたプレーヤーを集め、実施体制を固めることと、地域ブランドとしていく

ためのビジネスモデル構築に向けた事業をいかに展開し継続していくかが課題で

す。 
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（２）パーソナルモビリティを活用したまちづくりの発信（未来のモビリティ試乗会） 

  ①事業概要 

   駅周辺における、パーソナルモビリティの活用や移動環境の向上について、社

会実験的取組として、シニアカー及びインモーションの試乗会を開催するととも

に、ニューモビリティの展示を行います。 

   この取組を通じて、安全で快適な地域づくりに向けて、エリア内の移動円滑化

や回遊性向上のためのパーソナルモビリティ活用の可能性について探索します。 

 

  ②開催日時・開催場所 

   ・平成３０年１１月２５日（日） 

   ・日産バスターミナル（伊勢原市伊勢原３－１） 

 

   

  ③実施結果 

   小学生や保護者、協力依頼した老人ホームの入居者、通りすがりの方など、約

３００人が参加しました。また、試乗会の参加者を対象にアンケートを実施し、

評価・分析を行いました。 
 

《当日の走行状況の観察》 

・ミニセグウェイはコースなどへの接触に比較的弱く重心移動による操作が難

しい試乗者がいました。 

・シニアカーは段差に弱くソリッドタイヤを用いていることもあり衝撃が試乗

者に強く伝わる場合がありました。 
 

  《アンケート結果（回答数：199 件）》 

・年代を問わず観光地での利用、散策目的での利用の回答がありました。 

・１０代とそれ以上の世代とで買い物での利用には違いが現れました。 
 

《試乗車両の評価》 

シニアカー ミニセグウェイ 

・操作の容易さ、安定性に対してミニ

セグウェイより高い評価だった。 

・今回用いたシニアカーにはレバーに

よるブレーキシステムが無かった

ため、ブレーキシステムを常備する

必要がある。 

・公道走行でのルールなど整備を行う

必要がある。 

 

・操作の難しさを改善する必要があ

る。 

・ブレーキが無いので安全に走行でき

るようなフィールドの整備が必要

となる。（もしくはブレーキの装備

可能な型の普及） 

・公道走行でのルールなど整備を行う

必要がある。 
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④考察 

  《パーソナルモビリティについて》 

パーソナルモビリティとは、電動車いす、電動二輪車、立ち乗り型の移動支援

ロボット、小型電動コンセプトカーなど、最新技術を応用した 1～2人乗りの超小

型の乗り物のことで、人にも環境にもやさしい移動手段です。 

パーソナルモビリティは、高齢者や障がい者の移動支援ツールとなるだけでな

く、公共交通と組み合わせることで、自動車に過度に依存しないまちづくりを進

めることができ、交通問題・環境問題・都市問題の解決にも役立つことが期待さ

れています。 
 

《超高齢社会における都市の概況》 

かつては鉄道駅周辺に商店や住宅が密集し、徒歩圏内で便利に暮らせるという、

コンパクトで効率的なまちが形づくられていたが、モータリゼーションによって、

日本の都市の姿は大きく変わってきました。 

試乗会の来訪者アンケートの結果では、普段の買い物での主な移動手段として、

自家用車が30％、送迎が24％となっており、あわせて54％程度の人が、自動車で

移動していることがうかがえます。 

このような、ライフスタイルは、エネルギー使用の増大、CO2排出、交通事故、

中心市街地の衰退などに繋がることが懸念されます。 
 

《パーソナルモビリティの現状》 

電動車いす（シニアカー）は、道路交通法により歩行者とされており、速度は、

６km/h以下となっています。 

   そのため、歩道を通行できる電動車いす（シニアカー）は、要支援程度の高齢

者等が仕事を続けるために、あるいは自分自身の楽しみのために買いたいという

人が増えてくるかもしれません。 

また、普段から使って慣れておけば、移動が困難になったときにも、積極的に

使用することが期待できます。併せて、高齢者が主体的に移動できることで元気

になれば、健康寿命の延伸に繋がることも考えられます。 

試乗会来訪者アンケートの結果では、シニアカーについて、使いやすい（81％）、

安心して乗ることができる（77％）との回答も多く寄せられました。また、買い

物や観光、散歩など多様な生活の場面での使用を期

待する回答も多く見受けられました。 

さらに、試乗会は楽しかったと答えた人が、90％

を超え、まちで自由に乗ることができたら乗ってみ

たいと答えた人も 80％超えていることから、パーソ

ナルモビリティの認知度が上がれば、今後の活用は

大いに期待されるものと思われます。 
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《今後の課題》 

パーソナルモビリティは、まだまだ新しい概念の移動手段であり、その利用に

当たっては、社会全体の理解がなければ様々な軋轢が生じる可能性があります。 

パーソナルモビリティを活用して、人にも環境に

もやさしいまちを伊勢原で実現していくためには、

車両基準・免許・運用ルールなどの法的整備の動向

を注視し、利活用方策の検討を進めていくことが必

要であると考えます。 
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４ まとめ 

・良好な居住環境や地域の活性化などを実現するためには、都市機能（ハード）の整

備を行うだけではなく、ソフト（イベントや情報発信など）を組み合わせた都市マ

ネジメントを効果的に行えるかが大きく関わります。 

・それを実現するものとして、エリアマネジメント活動に期待される役割は大きく、

エリアマネジメント活動は、ハードとソフトを組み合わせて、地域の環境や価値を

向上させるためものであり、それは、快適で魅力あるまちづくりモデルに寄与する

など、公共的役割をも担います。また、⼀定の地域内での活動ではあるものの、当

該地域外への外部効果も期待されます。 

・今回の取組は、エリアマネジメント組成の黎明期にある伊勢原駅周辺において、２

つのイベントを通じて、市民が求めるサービスやまちの魅力、また、価値観などを

探索することができました。 

・エリアマネジメントの活動は、その規模、活動範囲、活動主体、目的などが多岐に

わたり、その期待される効果も様々であるため、こうした取組を継続的に行うこと

で、伊勢原駅周辺に求められる様々なニーズを掘り起こし、エリアマネジメント活

動の柱となる取組を明らかにしていくことが求められます。 
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【参考】アンケート調査の結果 

（１）地域食材を活用したまちづくりの発信 

 ■参加者アンケート 回答数：１８３件 
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■出店店舗アンケート（回答数：８件） 

 

凡例：１ できた   ２ まあまあ   ３ あまり   ４ 全く 



- 16 - 
 

■ＪＣ正会員アンケート（回答数：２０件） 
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（２）パーソナルモビリティを活用したまちづくりの発信 

■参加者アンケート（回答数：１９９件） 
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